
日本オーラルヒストリー学会シンポジウム 

戦争体験に関わる「二次証言」の可能性 

   －福井県の歩兵第三六聯隊に所属した一農民の体験を事例に考える－ 

（共催：歴史学研究会現代史部会、同時代史学会） 

 

◆企画の趣旨 

日本オーラルヒストリー学会では、このたび戦争体験に関わる「二次証言」の可能性をめぐるシンポ

ジウムを企画しました。 

その趣旨は、タイトルに明記してありますように、戦争体験に関する「二次証言」の可能性を考えた

い、というところにあります。ただし、ここでいう「二次証言」という表現は、当事者ではない人が当

事者から聞いたことを伝える証言という意味で、あくまで仮称として用いるものであり、証言としての

価値の軽重を意識して用いるものではありません。戦争体験者（特に出征経験者）が自らの体験を直接

語ることが次第に困難になりつつある昨今、その近親者などによる戦争体験を語り継ぐ活動が注目され

つつあります。そのような活動の意義と可能性について、基調講演とシンポジウム形式の討論という二

部構成の企画で考えたいというものです。 

具体的には、福井県の鯖江に衛戍していた歩兵第三六聯隊に所属して、中国に出征した山本武さん

（1913～1984）の戦争体験を取り上げます。山本武さんの戦争体験と、武さんが書き残された陣中日

記と回顧録は、吉見義明さんのご著作『草の根のファシズム』（東京大学出版会、1985年）や、2000

年に放映されたNHKの番組「ETV2000 シリーズ太平洋戦争と日本人 第5回 一兵士の従軍日記 

－祖父の戦争を知る－」で取り上げられました。そして現在は、武さんのご子息である山本富士夫さん

と山本敏雄さんによって、武さんの体験を語り継ぐ活動がなされています。 

今回のシンポジウムでは、山本富士夫さんと敏雄さんをお招きして、実際に武さんの戦争体験を語り

継ぐ基調講演をしていただきます。そして、その語り継ぐ活動の意義と可能性について、現代史やオー

ラルヒストリーに詳しい研究者（吉見義明さん、中村江里さん）にコメントしていただき、さらに企画

担当者である能川泰治委員からのコメントも加え、全体討論を通じて理解を深めていきたいと思いま

す。どうぞ奮ってご参加ください。 

 

記 

 

日時     2021年6 月27日（日）13時00分～17時00分 

 

【注記】 

このシンポジウムは昨年6月に開催する予定でしたが、新型コロナウィルス感染拡大のために延期する

ことにしたものです。今度はオンライン研究会方式で開催することにしました。参加希望者には事前登

録をしていただきます。参加申し込みの手続きについては、後日（当日の１か月前ぐらい）にあらため

てお知らせします。 

 

問い合わせ先 

  日本オーラル・ヒストリー学会の研究活動委員会・能川泰治 （ysnogawa@staff.kanazawa-u.ac.jp）まで 

メールでご連絡ください。 

 

 


